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P48a すばる／COMICSによるベガ型星βPicのシリケイト空間分布の分解2：
粒子供給している微惑星帯の性質とシリケイト結晶化メカニズム
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我々はベガ型星 βPic(距離 19pc, 年齢 20Myr; Crifo et al. 1997) の COMICS 10µm帯観測から、そのデブリ
円盤における動径方向のシリケイト分布を求め 2004年春季年会にて報告した (Z01岡本他)。そこでは、円盤中心
に結晶質シリケイトとミクロンサイズの非晶質シリケイトが集中しているのに対し、サブミクロンサイズの非晶
質シリケイトは 6,16,30AUの 3つの「微惑星帯」として存在し、その中で微惑星同士が衝突することでダストを
供給していることが示唆された。この微惑星帯の性質をさらに詳しく調べたところ、各微惑星帯ともサブミクロ
ン非晶質シリケイト粒子の質量だけで、およそ 1016kg になり、これは、放射圧による粒子の消失のタイムスケー
ルを使えば、1015−16kg/yrの粒子供給率になる。この値は、現在の太陽系黄道光粒子の供給率の 105−6倍にも上
り、βPicが太陽系初期の激しい微惑星衝突の段階にあることを示唆する。これらの微惑星帯は、大きな惑星によ
る摂動で形成された可能性がある。一方、微惑星帯で供給されたシリケイト粒子の結晶化率は最大で 10%と見積
もられ、これらの微惑星はまだ大きな熱変性は受けていないことを示している。供給された粒子のうち大きなも
のはポインティングロバートソン効果で中心星に落下していき、中心で加熱されて結晶化すると考えると、その
結晶化温度は 800K程度と見積もられる。最近のシリケイト変性実験によれば 800Kでも 3年での結晶化が可能
で (Fabian et al. 2000)、実際にこのような低温での熱変性によって結晶化が起こっているのではないかと考えら
れる。


